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研究テーマ※ 19世紀末から第二次世界大戦前までの演劇界における女性の自立  

概要※ 
（概ね1000字以内） 

（写真・グラフ等自由） 

【研究の背景・目的・内容】 

19世紀末から20世紀前半のイギリスでは、女性の経済的自立と社会的権利の要求が高まり、女性解放運動

が世界に先駆けて起こった。女性活動家が参政権を求めてデモを行い、一方では女子教育の充実が図られたこ

とはよく知られている。本研究では、このように女性の地位や社会的期待が大きく変化する時代に、娯楽産業に

従事する女性--最たる例として女優--を取り上げ、彼女たちの職業観、彼女たちが目指す社会的役割を明らか

にする。主な研究対象地区はヨーロッパの演劇の中心地、ロンドン、ウエスト・エンドである。そこで行われた人

気作品の作品分析とともに、現存する舞台衣装、スケッチ、劇評、登場する女優（リリー・ラングトリー、エレン・テ

リーなど）の手紙や日記などから当時の女優の社会的地位、経済状況、文化的価値と彼女たちが抱えた「自立し

た女性」としての葛藤、不安、期待を分析する。 

【応用例、研究の展望】 

 本研究が射程とする時代は、ウエスト・エンドで女優が大活躍した19世紀末から第二次世界大戦前だが、娯楽

産業に従事する女性は当時のイギリスのみならず、欧米全域、また日本にもいた。そして、現在でも、SNS等で

発信される女優の社会的影響力は非常に大きい。したがって、女性解放を最初に訴えたイギリスにおける女優

の社会的自立の問題を扱うことは、現在、娯楽産業に従事する女性の経済的・社会的自立を理解／支援すること

にもつながると考える。 

 研究者が具体的に支援できる内容を挙げておく：19世紀末〜20世紀初頭のイギリス文化の特徴：当時の演劇

衣装の調達方法、制作場所の詳細：  

【研究方法の特色】 

 資料は主に大英図書館、ヴィクトリア・アンド・アルバート美術館等で収集（予定）。 



本研究関連 

特許・論文等 

・「H. G. ウェルズ『透明人間』におけるウエストエンドの服装描写」『人間社会研究科紀要』27号(2021年) pp. 

112-131. 

・「アマチュア演劇におけるコヴェントガーデンの衣装店の役割」『国際服飾学会誌』57-58号(2021

年)pp.39-60.  

共同研究・外部機関 

との連携への期待 

・文化ファッション機構との共同研究 

・イギリスの演劇関係展覧会等との連携 

 


